
　 九州地方整備局では、建設現場の生産性向上を図る「i-Construction」の取り組みと

して、起工測量、施工、監督・検査時の一連のステップで ICTを活用する工事を推進して

いるところです。 

　 今回、国土交通省 大分河川国道事務所発注の『国分地区河道掘削（その２）工事』に

おいて、当事務所発注工事の現場代理人等を対象に下記のとおり、「ＩＣＴ土工セミナー」

を開催します。

   今回のセミナーは、現在稼動中の河川工事の施工現場において活用しているＩＣＴ

技術に関する知見を深め、今後、建設業界において、進んでいくＩＣＴ技術の活用を

円滑に行うための手立てとなることを目的としています。

■ 開 催 日　  平成２９年１２月６日（水）　　１３時３０分～１６時００分

■ 場　　 所　　大分市大字国分（国分橋左岸側河川敷）

■ 参 加 者  　当事務所発注工事の現場代理人等、３０名程度を予定

■ 発 注 者　　国土交通省　大分河川国道事務所

■ 施 工 者　　㈱佐伯建設

■ 取 材 等　  報道関係者の取材は可能です。

■ 内　   容  　・ 工事概要（活用中のＩＣＴ技術・経過の説明）

　　 ・ 国土交通省が提唱するi-Constructionの流れ

　　 ・ 当現場と各地現場で直面した問題点・解決策紹介

　　 ・ UAV機器の説明

　　 ・ ＩＣＴ建設機械の説明　　　等

■ 国土交通省　大分河川国道事務所 ＴＥＬ　０９７－５４４－４１６７（代表）
ＦＡＸ　０９７－５４６－４１６５

技術副所長（河川） 太田　信也
工務第一課長 関　信彰

≪問い合わせ先≫

平 成 29 年 12 月 4 日

国 土 交 通 省
九 州 地 方 整 備 局
大分河川国道事務所

「ＩＣＴ土工セミナー（勉強会）」を開催します。

記 者 発 表 資 料

～ i-Constructionで建設現場が変わります！～

「i-Construction」とは、 「ICTの全面的な活用（ICT 土工）」等の施策を建設現場に導入することによって、
建設生産システム全体の生産性向上を図り、もって魅力ある建設現場を目指す取組

ＩCT（Information and Communication Technology）とは、「情報通信技術」の略
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　　当日は、現場（左岸側）が稼動中でダンプトラックが多数走行中であるため、駐車場は右岸側を予定しております。

開催場所

国分地区河道掘削（その２）工事

大分市大字国分地先
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